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ビーバー隊が家族と一緒に野外炊飯



今月の表紙

バーベーキュパーティー

　ビーバー隊が家族と一緒
に野外炊飯。やっと出来上が
り幸せいっぱいなバーベ
キューパーティー。
　

表紙を飾る写真を募集中！

提出先/問い合わせ

市役所２階企画振興課

拶３９‐２３０４

人人口口とと世帯世帯数数
１７年１０月末（前月比）

(-１５)25,3４６人　口

(-19)１３,2７８女

(４)１2,06８男

(０)21,554富良野

(-12)2,５２５山　部

(- 3)1,２６７東　山

(-14)10,703世帯数

(- 7)9,286富良野

(- 6)1,018山　部

(- 1)399東　山

占冠村

トマムスキー場

　　　　　　　１２月１日オープン！

　スキーヤーからスノーボーダーまでが
思う存分楽しめるトマムスキー場が、１２月
１日（予定）オープンします。
　トマム山には、多彩なコースがあります。
パウダーを超えたシルキースノーのコー
スをこの冬楽しんでみませんか？

鰹問 占冠村観光協会　  拶５６－２１２１

中富良野町

北星スキー場オープン

　ウインターシーズン到来！夏のラベン
ダー畑が、冬は町の景色を一望できるス
キー場に変身します。
　初心者から上級者、スノーボーダーも
ファミリーもみんなで楽しめます。ぜひお
越しください。
オープン予定日　１２月２３日

鰹問 産業建設課

拶４４－２１２３　

上富良野町

新年を祝おう！北の大文字

　新年を祝う恒例のイベント「北の大文
字」が開催されます。会場では大文字ココ
ア、綿アメの無料配布などがあり、フィ
ナーレは間近に見る花火！
　上富良野神社から日の出公園までの「御
神火リレー」ランナーを募集しています。
会場　日の出公園　
とき　１２月３１日午後１１時から

鰹問 北の大文字実行委員会
　事務局　　拶４５－２１９１

南富良野町

　カーリングに

　挑戦しませんか

　投げられたストーンが氷の上をクルク
ル回転しながら滑っていくことから名付
けられたカーリング。「氷上のチェス」ま
たは「氷上のビリヤード」とも呼ばれ、知
的で奥の深いスポーツです。
ところ　空知川スポーツリンクス
期　間　３月３１日まで（予定）

鰹問 教育委員会　 拶５２－２２１１
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決算
平成１６年度

平成１６年度の各会計決算がまと

まりましたのでお知らせします。

国の三位一体改革による地方交

付税の減少など歳入の伸び悩み

から、昨年度に引き続き基金の

取り崩しによる財源補てんを行

う厳しい財政状況となりました。

決算は９月議会に報告し、決算

審査特別委員会へ付託され、委

員会審議ののち、１２月議会でそ

の認否が決められます。

決算に関する
問い合わせ

　　財政課
維３９‐２３０６

　一般会計の当初予算額は１２８億９０００万円でしたが、歳入歳出
にそれぞれ６億２８１万円の増額補正が行われました。
　平成１５年度の繰越明許費１６２８万円と合わせて１３５億９０９万円
になりました。
　歳入合計額と歳出合計額の差し引き額は１億９８３９万円とな
り、翌年度への繰越財源６７２万円を差し引いた実質収支は１億
９１６７万円の黒字決算となりました。しかし、基金の取り崩し
や土地売払などによる臨時的収入を考慮すると、実際上は収
支に不足が生じている状況にあります。

一般会計

　一般会計のほかに独立した６つの特別会計があり、国の補
助金や税金、使用料や一般会計からの繰入金などによって運
営されています。
　６つの会計の当初予算額は８２億８３２０万円で、２億８０４５万円
を増額補正し予算現額は８５億６３６５万円になりました。
　歳入合計額と歳出合計額の差し引き額は９５７９万円の黒字決
算となります。

特別会計

　一般会計・特別会計のほかに独立した水道とワインの企業
会計があり、国の補助金や販売収入、使用料や一般会計から
の繰入金などによって運営されています。
　２つの会計の当初予算額は１４億８５９０万円で１億３２３４万円を
減額補正しています。したがって予算現額は１３億５３５６万円に
なりました。
　水道事業会計の資本的収入額が資本的支出額に対して不足
する１億５８８万円は、当年度分消費税資本的収支調整額２１１万
円と過年度分損益勘定留保資金１億３７７万円で補てんしてい
ます。
　ワイン事業会計の資本的収入額が資本的支出額に対して不
足する２億５５６４万円は、当年度分消費税資本的収支調整額９４２
万円と、当年度分損益勘定留保資金２億４６２２万円で補てんし
ています。

企業会計

１人当たり

固定資産税　　40,748円
市民税　　　　35,294円
市税総額　　　90,880円

１世帯当たり

固定資産税　　97,166円
市民税　　　　84,160円
市税総額　　 216,708円

人口　25,231人　
世帯　10,581世帯

※平成１7年３月３１日現在の
住民基本台帳による。
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一般会計歳入

歳入総額　１３５億2,653万円

地方交付地方交付税税
４８億7825４８億7825万万円円
（３6.1　　（３6.1％％））歳入総額

１３５億2653万円

市税
２２億9299万円
　　（１７.０％）

一般会計歳入その他の内訳

5億1894万円分担金及び負担金

3億3045万円地方譲与税

2億9195万円地方消費税交付金

1億7990万円使用料及び手数料

1億2020万円財産収入

8519万円繰越金

8517万円自動車取得税交付金

6838万円地方特例交付金

1790万円利子割交付金

1473万円
ゴルフ場利用税
交付金

1279万円寄付金

457万円交通安全対策
特別交付金

147万円配当割交付金

147万円株式等譲渡所得割
交付金

95万円国有提供施設等所在
市町村助成交付金

市債の現在高

金　　　額区　　　分会　計

1億8448万円総務債

一般会計

12億7008万円民生債

3億7909万円衛生債

19億5796万円農林債

45億3853万円土木債

3億2072万円消防債

23億1649万円教育債

3892万円災害復旧債

5億3327万円減税補てん債

1億4311万円臨時税収補てん債

18億7240万円臨時財政対策債

135億5505万円計

2億1962万円市場事業債

特別会計 58億1220万円下水道事業債

7億3193万円簡易水道事業債

37億4508万円上水道事業債企業会計

市市債債
12億827012億8270万万円円
（9.5　　（9.5％％））

国庫支出国庫支出金金
17億618717億6187万万円円
（13.0　　（13.0％％））

道支出金
8億4199万円
　　（6.2％）

そのその他他
17億3406万17億3406万円円
（12.8％　　（12.8％））

諸収諸収入入
5億31915億3191万万円円
（3.9　　（3.9％％））

繰入金
2億276万円
　　（1.5％）

市民１人当たりの

データ
使ったお金

（市民１人当たり）

528,245円
（一般会計）

算算民生民生費費

114,557114,557円円

算算土木土木費費

100,992100,992円円

算算公債公債費費

８２,２０２８２,２０２円円

算算教育教育費費

54,08454,084円円

算算総務総務費費

53,35053,350円円

算算衛生衛生費費

39,82239,822円円
算算農林業農林業費費

38,56638,566円円

算算消防消防費費

１8,844１8,844円円

算算商工商工費費

15,24815,248円円

算算議会議会費費

６,８７５６,８７５円円

算算労働労働費費

３,078３,078円円

算算災害復旧災害復旧費費

627627円円

算算労働労働費費

３,078３,078円円
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主な事業と費用

572万円地域営農支援事業4251万円
西地区コミュニティセ
ンター整備事業

1億3170万円
中山間地域等
直接支払事業862万円生活交通路線維持対策

174万円地産地消事業190万円転倒骨折予防事業

354万円
消費生活センター・女
性センター運営事業262万円

子育て支援センター
運営事業

1億8907万円
東4線道路改良舗装
事業3097万円

広域救急医療対策事業
運営費補助

5394万円
北の峰右３丁目道路
改良舗装事業3810万円

山部厚生医院
損失補てん助成

7000万円
西４条道路改良舗装
事業9424万円ごみ収集

5400万円
麓郷東環状線道路
改良舗装事業2841万円

緊急地域雇用特別対策
推進事業

9116万円市街地再開発事業1791万円
農業生産振興総合対策
事業

1億9201万円朝日通道路改良事業5866万円
防衛施設周辺農業用
施設設置事業

7億1486万円土地区画整理事業2億6281万円
食料・環境基盤
緊急確立対策事業

7893万円公営住宅建設事業87万円
安全・安心
農業推進事業

2145万円
西中学校暖房設備
改修事業110万円経営多角化支援事業

一般会計歳出

歳出総額　１３3億2,814万円

民生民生費費
28億903828億9038万万円円
（21.7　　（21.7％％））

土木費
25億4813万円
　　（１9.1％）

公債公債費費
20億740520億7405万万円円
（15.6　　（15.6％％））

教育教育費費
13億646013億6460万万円円
（10.2　　（10.2％％））

総務費
13億4606万円
　　（１0.1％）

衛生衛生費費
10億47610億476万万円円
（7.5　　（7.5％％））

農林業費
9億7307万円
　　（7.3％）

消防費
4億7545万円
　　（3.6％）

商工費
3億8471万円
　　（2.9％）

議会費
1億7347万円
　　（1.3％）

労働費
7765万円
 （0.6％）

災害復旧費
1581万円
 （0.1％）

歳出総額

１33億2814万円

歳　　入

会　　　　計 歳　　出

差引収支

27億3220万円

国民健康保険 26億8457万円

4763万円

14億0916万円

介 護 保 険 13億7684万円

3232万円

31億7887万円

老 人 保 健 31億7884万円

3万円

2744万円

公設市場事業 2721万円

23万円

9億7610万円

下 水 道 事 業 9億6434万円

1176万円

1億1492万円

簡易水道事業 1億1110万円

382万円

収　　入

会　　　　計 支　　出

補てん額

4億2548万円

収益的収支

水

道

事

業

4億1166万円

4583万円

資本的収支 1億5171万円

1億0588万円

4億7018万円

収益的収支

ワ

イ

ン

事

業

4億4736万円

資本的収支 2億5564万円

2億5564万円

特別会計

企業会計
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富
良
野
市
の

財
政
状
況

第
３
部
「
経
常
収
支
比
率
・

　
　
　
　
　
公
債
費
負
担
比
率
」

現状を知る

問
い
合
わ
せ

財
政
課
財
政
係

維
３
９
‐
２
３
０
６

富
良
野
市
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、
８
月
号
で
歳
入
、　

月
号
で
は
歳
出
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

10

し
た
。
今
回
は
異
な
る
地
方
自
治
体
の
間
で
財
政
状
況
を
比
較
す
る
と
き
に
用
い
ら
れ
る
「
指
数
」

に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

人
口
、
面
積
あ
る
い
は
財
政
規
模
の
異
な
る
大
小
さ
ま
ざ
ま
な

自
治
体
同
士
の
財
政
状
況
を
比
較
す
る
場
合
、
実
際
の
金
額
で

の
比
較
よ
り
財
政
状
況
を
示
す
指
数
を
用
い
る
方
が
一
般
的
で

す
。
財
政
の
ど
う
い
う
面
を
示
す
か
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
な
指
数

が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
近
年
の
地
方
交
付
税
の
縮
減
と
少

子
高
齢
化
に
よ
る
扶
助
費
を
は
じ
め
、
義
務
的
経
費
（
９
ペ
ー

ジ
※
１
）
の
増
加
が
進
ん
で
お
り
、
自
由
に
使
え
る
お
金
の
額

が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
、
多
く
の
自
治
体
で
問
題
に
な
っ
て

お
り
、
こ
の
自
由
に
使
え
る
お
金
の
割
合
の
大
小
を
示
す
指
数

で
あ
る
「
経
常
収
支
比
率
」
の
比
較
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

今
回
は
こ
の
「
経
常
収
支
比
率
」
と
義
務
的
経
費
の
ひ
と
つ
で

あ
る
公
債
費
（
市
が
過
去
に
発
行
し
た
市
債
の
償
還
に
あ
て
る

費
用
な
ど
）
に
使
わ
れ
た
一
般
財
源
の
一
般
財
源
収
入
総
額
に

対
す
る
割
合
を
示
す
「
公
債
費
負
担
比
率
」
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
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こ
の
指
数
は
、
人
件
費
、
扶
助

費
、
公
債
費
な
ど
の
義
務
的
性
格

の
経
常
経
費
を
支
払
う
財
源
と
し

て
、
毎
年
経
常
的
に
収
入
さ
れ
使

い
道
が
特
定
さ
れ
な
い
市
税
、
地

方
交
付
税
な
ど
の
経
常
一
般
財
源

が
ど
の
く
ら
い
の
割
合
充
当
さ
れ

て
い
る
か
を
示
す
も
の
で
す
。

　　

わ
か
り
や
す
く
一
般
家
庭
で
の

例
に
よ
れ
ば
、
契
に
当
た
る
給
料

（
こ
れ
は
臨
時
収
入
で
は
な
く
毎

月
経
常
的
に
入
っ
て
く
る
）
の
う

ち
、
形
に
当
た
る
毎
月
決
ま
っ
て

義
務
的
に
支
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
食
費
や
ロ
ー
ン
の
返
済
金
、

何
年
も
前
か
ら
ず
っ
と
患
っ
て
い

る
持
病
の
病
院
代
に
ど
の
く
ら
い

の
割
合
で
支
払
っ
て
い
る
か
、
と

い
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
割
合
が
高
い
ほ
ど
、
収
入

の
使
い
道
が
固
定
さ
れ
、
財
政
の

自
由
度
が
低
い
こ
と
と
な
り
、
裁

量
で
行
う
事
業
（
例
え
ば
道
路
改

良
、
建
物
建
設
な
ど
の
投
資
的
事

業
）
に
ま
わ
す
こ
と
が
で
き
る
お

金
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

学
説
的
に
は
都
市
の
場
合
、　
80

%
を
超
え
る
と
財
政
の
弾
力
性
が

失
い
つ
つ
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
も
は
や
全
国
都
市
の
中
で

も　

%
以
上
は
珍
し
く
な
く
、
人

90
口
や
産
業
構
造
な
ど
か
ら
区
分
さ

れ
る
本
市
の
類
似
団
体
平
均
は
平

成　

年
度
で　

.
4
%
と
な
っ
て

15

90

い
ま
す
。
ま
た
人
口
規
模
が
近
似

し
て
い
る
名
寄
市
は　

.
2
%
、

78

士
別
市　

.
3
%
、
深
川
市　

・

89

９１

５
%
、
留
萌
市　

・
０
%
、
美
唄

９８

市　

・
２
％
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

８７
す
。
ち
な
み
に
近
隣
町
村
で
は
、

上
富
良
野
町　

.
7
%
、
中
富
良

83

野
町　

.
6
%
、
南
富
良
野
町　

79

84

.
1
%
、
占
冠
村　

.
6
%
と

98

経
常
収
支
比
率

な
っ
て
い
ま
す
。

　

グ
ラ
フ
①
は
、
平
成
元
年
度
か

ら
平
成　

年
度
ま
で
の
経
常
収
支

16

比
率
と
経
常
一
般
財
源
収
入
総
額

契
、
そ
れ
か
ら
経
常
経
費
に
充
当

さ
れ
た
一
般
財
源
額
形
、
さ
ら
に

経
常
一
般
財
源
収
入
総
額
と
経
常

経
費
に
充
当
さ
れ
た
一
般
財
源
等

の
差
契
‐
形
（
つ
ま
り
経
常
経
費

に
充
当
さ
れ
な
い
使
え
る
お
金
＝

大
き
い
ほ
ど
余
裕
が
あ
る
。）の
推

移
を
示
し
て
い
ま
す
。
本
市
の
経

常
収
支
比
率
は
平
成
４
年
度
の　
73

.
3
%
を
底
に
上
昇
し
始
め
、
平

成　

年
度
に
若
干
の
下
落
を
示
し

11
た
も
の
の
年
々
増
加
し
、
つ
い
に

平
成　

年
度
に
は　

%
を
超
え　

16

90

91

.
2
%
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
以
降
契
経
常
一
般

11

財
源
収
入
総
額
が
急
速
に
減
少
し

て
い
る
の
に
対
し
、
形
経
常
経
費

に
充
当
さ
れ
た
一
般
財
源
等
が
そ

れ
ほ
ど
上
昇
し
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
比
率
上
昇
の
原
因
と
し
て
考

え
ら
れ
る
の
は
、
固
定
的
な
経
費

の
増
加
よ
り
も
む
し
ろ
市
税
や
地

方
交
付
税
な
ど
の
経
常
的
一
般
財

源
の
著
し
い
減
少
で
あ
る
こ
と
が

グ
ラ
フ
よ
り
読
み
と
れ
ま
す
。
広

報
８
月
号
の
歳
入
編
で
も
お
知
ら

せ
し
た
と
お
り
、
市
税
や
地
方
交

付
税
は
平
成　

年
度
以
降
大
幅
に

11

減
少
し
て
お
り
、
特
に
地
方
交
付

税
の
減
少
率
は
平
成　

年
度
と
の

１６

比
較
で　

%
を
越
え
て
い
ま
す
。

23

経常経費に充当された一般財源（イ）

経常一般財源収入総額（ア）
×１００（％）
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税
や
地
方
交
付
税
な
ど
の
一
般

財
源
収
入
総
額
の
内
、
市
が
過
去

に
借
り
入
れ
た
市
債
の
償
還
経
費

や
資
金
繰
り
の
た
め
の
一
時
借
入

金
の
利
子
に
充
当
さ
れ
た
分
の
割

合
を
公
債
費
負
担
比
率
と
い
い
ま

す
。

　
　
　

　　
　

　　

公
債
費
負
担
比
率
は
そ
の
率
が

高
け
れ
ば
、
使
い
道
の
定
め
ら
れ

て
い
な
い
一
般
財
源
の
内
、
よ
り

多
く
が
公
債
費
に
使
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
つ
ま
り
そ

の
率
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
、
公

債
費
以
外
に
回
す
こ
と
が
で
き
る

お
金
の
割
合
が
少
な
い
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
般
的
に
は
、

財
政
運
営
上
、　

%
が
警
戒
ラ
イ

15

ン
、　

%
が
危
険
ラ
イ
ン
と
言
わ

20

れ
て
い
ま
す
。

　

グ
ラ
フ
②
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

公
債
費
負
担
比
率
は
平
成
５
年
度

を
底
に
若
干
の
上
下
を
し
な
が
ら
、

徐
々
に
上
昇
し
て
き
て
お
り
、
平

成　

年
度
に
は
つ
い
に　

%
を
超

15

16

え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

分
子
で
あ
る
公
債
費
充
当
一
般

財
源
径
が
ご
く
緩
や
か
な
上
昇
傾

向
で
き
て
い
る
の
に
対
し
て
、
分

母
で
あ
る
一
般
財
源
総
額
恵
は
、

先
に
お
知
ら
せ
し
た
よ
う
に
市
税
、

地
方
交
付
税
の
落
ち
込
み
を
受
け

て
平
成　

年
度
以
降
急
激
に
下
落

11

し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
が
公
債
費

負
担
比
率
を
上
昇
さ
せ
て
い
る
原

因
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

道
内
他
自
治
体
の
平
成　

年
度

15

決
算
で
の
同
比
率
は
旭
川
市　

.
19

9
%
、
名
寄
市　

.
4
%
、
士
別

17

市　

.
5
%
、
深
川
市　

・
３
％
、

18

２３

留
萌
市　

・
３
％
、
美
唄
市　

・

２６

１９

８
％
、
近
隣
市
町
村
で
は
、
上
富

良
野
町　

.
9
%
、
中
富
良
野
町

18

　

.
6
%
、
南
富
良
野
町　

.
4

21

24

%
、
占
冠
村　

.
1
%
と
な
っ
て

20

お
り
、
現
在
の
と
こ
ろ
本
市
は
、

こ
れ
ら
の
自
治
体
と
比
較
し
て
高

く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
平
成　

年
19

度
に
起
債
償
還
の
ピ
ー
ク
を
迎
え

る
こ
と
か
ら
比
率
の
上
昇
は
さ
け

ら
れ
ず
、　

％
に
近
い
と
こ
ろ
ま

１７

で
上
昇
す
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

公
債
費
負
担
比
率

公債費充当一般財源（ウ）

一般財源収入総額（エ）
×１００（％）

第３部「経常収支比率・
　　　　　公債費負担比率」
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厳
し
い
財
政
状
況
に
対
応
し
て
、

市
は
以
前
か
ら
行
政
改
革
に
取
り

組
み
、
人
件
費
、
物
件
費
、
補
助

金
、
建
設
事
業
な
ど
投
資
的
経
費

の
削
減
を
行
い
経
費
の
圧
縮
に
努

力
し
て
お
り
ま
す
が
、
景
気
回
復

の
遅
れ
に
よ
る
市
税
収
入
の
伸
び

悩
み
や
国
の
改
革
に
伴
う
地
方
交

付
税
の
縮
減
に
よ
る
歳
入
一
般
財

源
の
大
幅
な
減
額
に
追
い
つ
か
な

い
状
況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

経
常
収
支
比
率
は
平
成　

年
度

16

決
算
で　

%
を
超
え
て
し
ま
い
、

90

平
成　

年
度
以
降
も
好
転
す
る
材

17

料
は
現
在
の
と
こ
ろ
見
あ
た
り
ま

せ
ん
。
経
常
収
支
比
率
が
1
0
0

%
に
近
づ
く
と
い
う
こ
と
は
、
経

常
的
に
あ
る
収
入
が
経
常
的
経
費

に
ほ
と
ん
ど
消
え
、
投
資
的
な
事

業
に
必
要
な
一
般
財
源
を
ま
か
な

え
な
い
状
況
を
意
味
し
ま
す
。

　

公
債
費
関
係
の
指
数
に
つ
い
て

は
、
本
市
の
一
般
会
計
の
市
債
現

在
高
が
１
３
５
・
６
億
円
（
平
成

　

年
度
末
）
と
同
規
模
市
と
比
較

１６し
て
多
く
は
な
く
、
年
度
中
償
還

額
も
同
様
に
多
額
に
の
ぼ
っ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
現
在
の
と
こ
ろ

は
、
他
市
に
比
べ
比
較
的
低
い
水

準
に
抑
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
土
地
区
画
整
理
事
業
関
連
で

の
起
債
が
相
当
な
額
に
達
す
る
こ

と
や
平
成　

年
４
月
１
日
よ
り
施

１２

行
さ
れ
た
新
過
疎
法
（
過
疎
地
域

自
立
促
進
特
別
措
置
法
）
の
適
用

地
域
か
ら
は
ず
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

普
通
交
付
税
の
中
で
補
て
ん
さ
れ

る
起
債
償
還
額
が
減
少
し
た
こ
と

（
※
２
）
な
ど
か
ら
、
公
債
費
の
上

昇
は
財
政
運
営
上
、
今
後
注
意
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
の

一
つ
で
す
。

　

本
号
ま
で
３
回
に
わ
た
り
本
市

の
財
政
の
現
状
に
つ
い
て
、
大
ま

か
に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

本
市
の
財
政
の
現
状
と
し
て
歳
入

で
は　

虚
景
気
回
復
の
実
感
が
乏
し
く
市

税
収
入
の
伸
び
悩
み
が
続
い
て
い

る
。

許
国
の
三
位
一
体
改
革
に
よ
る
地

方
交
付
税
（
特
に
普
通
交
付
税
）

の
大
幅
な
減
額
が
行
わ
れ
て
お
り
、

歳
入
の
４
割
を
地
方
交
付
税
に
依

存
す
る
本
市
の
財
政
基
盤
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
る
。

歳
出
で
は　

虚
支
出
が
固
定
化
さ
れ
て
い
る
義

務
的
経
費
は
、
人
件
費
の
大
幅
な

ま
と
め

削
減
に
よ
り
現
在
の
と
こ
ろ
均
衡

を
保
っ
て
い
る
が
、
少
子
高
齢
化

の
影
響
を
受
け
、
少
子
化
対
策
施

策
の
拡
充
や
老
人
に
対
す
る
各
種

助
成
制
度
に
要
す
る
経
費
増
加
に

よ
り
扶
助
費
が
毎
年
度
高
い
伸
び

を
示
し
て
い
る
。

許
大
幅
な
財
源
不
足
を
受
け
て
公

共
施
設
の
建
設
工
事
請
負
費
な
ど

の
投
資
的
経
費
を
平
成　

年
度
以

15

降
大
幅
に
縮
減
し
て
い
る
。

さ
ら
に
財
政
指
数
に
つ
い
て

　

経
常
収
支
比
率
及
び
公
債
費
負

担
比
率
に
つ
い
て
は
、
市
税
や
普

通
交
付
税
収
入
の
大
幅
な
減
少
に

伴
い
悪
化
の
傾
向
に
あ
り
、
特
に

経
常
収
支
比
率
で
は　

%
を
超
え
、

90

財
政
の
硬
直
化
が
深
刻
な
と
こ
ろ

ま
で
き
て
い
る
。
以
上
が
主
な
点

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

市
で
は
現
在
、
行
政
改
革
推
進

計
画
に
よ
る
経
常
経
費
等
の
縮
減

や
歳
入
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み

を
積
極
的
に
進
め
て
い
ま
す
が
、

平
成　

年
度
当
初
予
算
で
は
、
基

１７

金
等
に
よ
る
財
源
補
て
ん
が
４
億

１
千
万
円
に
達
し
、
来
年
度
以
降

も
地
方
交
付
税
な
ど
の
収
入
の
縮

減
が
想
定
さ
れ
る
中
で
は
、
予
算

の
縮
減
が
不
可
欠
で
す
。

　

市
民
の
み
な
さ
ん
と
行
政
と
の

協
働
を
一
層
推
進
し
、
よ
り
実
効

性
の
高
い
事
務
事
業
と
な
る
よ
う

に
継
続
事
業
の
見
直
し
・
廃
止
も

含
め
た
取
捨
選
択
を
行
い
、
歳
入

富良野市の財政状況
現状を知る

※
１　

市
の
支
出
の
内
、人
件
費
、

扶
助
費
、
公
債
費
は
支
払
い
が
固

定
化
さ
れ
削
減
す
る
こ
と
が
困

難
な
た
め
義
務
的
経
費
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

※
２　

新
過
疎
法
（
過
疎
地
域
自

立
促
進
特
別
措
置
法
）
に
基
づ
き

発
行
し
た
地
方
債
（
過
疎
対
策
事

業
債
）
の
元
利
償
還
金
は
、
そ
の

　

%
が
普
通
交
付
税
に
よ
り
補

70て
ん
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
本
市
は
旧
過
疎
法
（
過
疎

地
域
活
性
化
特
別
措
置
法
。
新
過

疎
法
と
同
様
に
交
付
税
措
置
が

あ
っ
た
）
に
お
い
て
は
、
そ
の
対

象
地
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平

成　

年
3
月　

日
で
こ
の
法
律

12

31

が
失
効
し
、
代
っ
て
施
行
さ
れ
た

新
過
疎
法
に
お
い
て
は
、
そ
の
対

象
地
と
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ

の
後
５
年
間
に
わ
た
り
激
変
緩

和
の
経
過
措
置
と
し
て
平
成　
16

年
度
ま
で
決
ま
っ
た
枠
内
で
旧

過
疎
法
に
基
づ
く
起
債
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
平
成　

年
度
か

17

ら
は
完
全
に
発
行
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

に
見
合
っ
た
歳
出
に
よ
る
長
期
的

に
持
続
可
能
な
予
算
編
成
が
必
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。
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パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
（
市
民
意
見
提
出
手
続
）

一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画

　
　
（
ご
み
処
理
基
本
計
画
）
の
見
直
し

見
直
し
に
あ
た
っ
て

　

ご
み
処
理
基
本
計
画
は
、
一
般

廃
棄
物
の
処
理
責
任
を
担
う
市
町

村
が
、
そ
の
区
域
内
の
一
般
廃
棄

物
を
管
理
し
、
適
正
な
処
理
を
確

保
す
る
た
め
の
基
本
と
な
る
計
画

で
、
そ
の
策
定
が
「
廃
棄
物
の
処

理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に

よ
り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
５
年
に
現
行
の

ご
み
処
理
計
画
に
あ
た
る
「
ク

リ
ー
ン
ふ
ら
の
計
画
」
を
策
定
し
、

そ
の
進
捗
状
況
に
応
じ
て
、
平
成

９
年
・　

年
の
２
度
に
わ
た
り
計

１２

画
の
見
直
し
を
行
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　

今
回
の
見
直
し
は
、
前
回
の
計

画
目
標
を
市
民
の
み
な
さ
ん
の
協

力
に
よ
り
、
ほ
ぼ
達
成
で
き
た
こ

と
か
ら
、
現
状
に
合
わ
せ
た
見
直

し
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
、

市
民
と
事
業
者
と
行
政
が
協
働
に

よ
り
、
ご
み
の
分
別
及
び
適
正
処

理
に
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く

た
め
の
も
の
で
す
。

原
案
の
骨
子
（
概
要
）

○
基
本
方
針

虚　

種
分
別
に
よ
る
徹
底
し
た
分

１４
別
と
適
正
な
処
理
・
処
分
に
よ
る

環
境
負
荷
の
低
減

許
市
民
・
事
業
者
・
行
政
の
役
割

分
担
の
明
確
化
に
よ
る
ご
み
の
減

量
と
資
源
の
有
効
活
用

距
今
後
に
お
け
る
適
正
で
公
平
な

費
用
負
担
の
検
討

○
計
画
の
期
間

　

平
成　

年
か
ら
平
成　

年
（　

１７

２６

１０

年
間
・
５
年
毎
見
直
し
）

○
計
画
の
内
容

　

ご
み
処
理
基
本
計
画
は
、
市
の

区
域
内
の
一
般
廃
棄
物
を
生
活
環

境
の
保
全
上
支
障
が
生
じ
な
い
う

ち
に
収
集
運
搬
し
、
適
正
な
処
理

を
確
保
す
る
た
め
、
概
ね
次
の
事

項
を
定
め
て
い
ま
す
。

虚
ご
み
の
発
生
量
の
見
込
み

許
ご
み
排
出
の
抑
制
の
た
め
の
方
策

距
分
別
し
て
収
集
す
る
ご
み
の
種

類
及
び
分
別

鋸
ご
み
の
適
正
な
処
理
方
法

漁
そ
の
他
ご
み
の
処
理
に
関
し
必

要
な
事
項

○
主
な
見
直
し
内
容

・
ご
み
発
生
量
の
見
込
み
の
変
更

　

目
標
年
次
（
平
成　

年
）
総
排

２６

出
量
８，

７
０
８
ｔ
（
将
来
人
口

２
５，

０
８
０
人
）
と
し
ま
す
。

（
過
去
の
実
績
平
均
値
な
ど
に
よ

り
推
計
）

・
ご
み
分
別
区
分
の
最
終
目
標
変
更

　

最
終
目
標
「　

種
分
別
」
と
す

１６

る
前
回
の
計
画
か
ら
、
区
分
変
更

や
処
理
ル
ー
ト
の
確
保
の
困
難
さ

を
考
慮
し
、
現
行
の
「　

種
分
別
」

１４

（
平
成　

年
か
ら
実
施
）に
変
更
し

１３

現
状
維
持
を
図
り
ま
す
。「
ご
み
の

分
別
排
出
区
分
・
収
集
運
搬
回
数
」

は
別
表
の
と
お
り

・
中
間
処
理
施
設
の
変
更

　

法
改
正
や
広
域
処
理
の
推
進
な

問
い
合
わ
せ

環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課

〒
０
７
６
‐
８
５
５
５

富
良
野
市
弥
生
町
１
番
１
号

維
３
９
‐
２
３
０
８

胃
２
３
‐
１
３
１
３

電
子
メ
ー
ル

k
a
n
n
k
y
o
-k
@
c
ity
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.
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市民の意見募集期間

１２月１日鰹木 ～２０日鰹火 

市
で
は
、
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
（
ご
み
処
理
基
本
計
画
）
に
基
づ
き
「
燃
や
さ
な
い
、
埋
め
な
い
」
を
基
本
理
念
と

し
て
、
ご
み
の
徹
底
分
別
に
よ
り
、
ご
み
の
減
量
と
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

５
年
毎
の
計
画
の
見
直
し
に
あ
た
り
、
富
良
野
市
ご
み
減
量
等
推
進
審
議
会
に
お
い
て
審
議
し
、
そ
の
結
果
を
受
け
て
次
の

と
お
り
見
直
し
（
案
）
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
意
見
を
募
集
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。
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ど
に
よ
り
、既
に
廃
止
さ
れ
た
施
設

の
削
除
や
、新
設
さ
れ
た
施
設
を
追

加
し
、現
行
の
処
理
体
制
と
し
ま
す
。

意
見
提
出
方
法

◆
意
見
を
提
出
で
き
る
方

虚
市
内
に
住
ん
で
い
る
方

許
市
内
で
働
い
て
い
る
方

距
市
内
で
学
ん
で
い
る
方

鋸
市
内
に
事
業
所
や
事
務
所
が
あ

る
法
人
や
そ
の
他
の
団
体

◆
提
出
方
法

虚
封
書
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ
ー

ル
な
ど
書
面
（
様
式
自
由
）
や
録
音

テ
ー
プ
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

許
直
接
提
出
や
意
見
箱
（
公
表
場
所

に
設
置
）
へ
の
投
函
も
で
き
ま
す
。

距
意
見
を
提
出
す
る
と
き
は
、
住

所
・
氏
名
な
ど
を
記
入
し
て
く
だ
さ

い
。氏
名
な
ど
は
公
表
し
ま
せ
ん
が
、

記
入
が
な
い
意
見
に
は
回
答
で
き

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

原
案
の
公
表
場
所

　

見
直
し
案
は
次
の
場
所
で
全
文

を
公
表
し
て
い
ま
す
。

●
行
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

●
山
部
・
東
山
支
所
窓
口

●
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課

●
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　

平
成　

年
１
月　

１８

　

○
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続

　

結
果
公
表

ごみの分別排出区分・収集運搬回数

収集運搬計画（回数）
搬　出　方　法区　　　　　分

事　業　系
家　　庭　　系

農　村市　街

許可業者に委託冬期間実施週2回

ス テ ー

ション

指定袋（薄緑）①生ごみ

自己処理
月１回（９・１０

月は月２回）

ひもでしばる枝
②枝草類

透明袋草

直接搬入か許可

業者に委託

週１回指定袋（黄）③固形燃料ごみ

月２回指定袋（橙）④ペットボトル

週１回指定袋（紫）⑤プラスチック類

月２回
指定袋（青）空き缶⑥空き缶・金属

類 透明袋スプレー缶・金属類

直接搬入か許可

業者に委託随時投入
空きびんポスト

透明

びん⑦空き瓶・陶磁
器・ガラス

茶色

その他

専用回収コンテナ陶磁器・ガラス

随時投入回収ボックス乾電池
⑧乾電池類

随　　時回収店電球・蛍光管

直接搬入か許可

業者に委託
月２回

ス テ ー

ション
ひもでしばる

新聞

⑨新聞・雑誌類
雑誌

ダンボール

紙パック

月１回・自宅訪問収集有料個別収集
大型ごみ⑩大型ごみ・電

気製品 電気製品

許可業者に委託週１回ス テ ー

ション

指定袋（黄）⑪衛生用品・ペット糞など

直接搬入か許可

業者に委託

月２回透明袋⑫灰

随時自己搬入（環境リサイクル課）⑬動物死体

市では引き受けをしない。基本的に販売店で引取り⑭処理困難物

（別表）
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シリーズ

第 ７ 弾

「
自
治
の
か
た
ち
」

検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
中
間
報
告

　
「
自
治
の
か
た
ち
」
検
討
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
は
、
中
間
報

告
を
ま
と
め
、　

月　

日
開
催
の

１０

１４

富
良
野
地
区
広
域
市
町
村
圏
振
興

協
議
会
の
委
員
会
へ
提
出
し
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

最
終
報
告
は
来
年
３
月

　

中
間
報
告
で
は
富
良
野
圏
域
の

将
来
構
想
や
住
民
自
治
の
確
立
、

団
体
自
治
の
強
化
へ
の
取
組
み
、

広
域
で
担
う
べ
き
事
務
事
業
、
権

限
移
譲
、
財
政
見
通
し
な
ど
の
検

討
項
目
の
取
組
み
内
容
を
報
告
し

ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
富
良
野
圏
域
が
目

指
す
将
来
像
「
５
つ
星
の
自
治
を

求
め
て
〜
住
民
や
地
域
が
支
え
合

い
助
け
合
う
持
続
可
能
な
自
治

〜
」
と
団
体
自
治
の
か
た
ち
と
し

て
市
町
村
連
携
・
広
域
連
合
・
市

町
村
合
併
・
広
域
都
市
の
４
つ
を

確
認
し
ま
し
た
。
ま
た
、
次
回
の

　

月
の
委
員
会
で
は
広
域
で
担
う

12こ
と
が
望
ま
し
い
具
体
的
な
事
務

事
業
を
協
議
す
る
こ
と
を
確
認
し
、

そ
の
後
来
年
３
月
の
最
終
報
告
ま

で
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の

検
討
項
目
の
具
体
的
な
作
業
を
進

市町村連携・広域連合
市町村合併・広域都市

の４つを提示

め
ま
す
。

「
自
治
の
か
た
ち
」
検
討

　
 プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

維
３
９
‐
２
３
１
１

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
検
討
 状

況
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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街
路
樹
の
落
ち
葉
　
　

　
　
　
処
理
に
つ
い
て

　
秋
も
深
ま
り
、
毎
年
こ
の
頃
に

な
る
と
憂
鬱
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
街
路
樹
の
落
ち
葉

処
理
で
す
。
公
道
だ
か
ら
我
関
せ

ず
と
言
う
人
も
い
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
あ
ま
り
に
も
見
苦
し
い
の

で
毎
日
の
よ
う
に
掃
除
を
し
て
い

ま
す
。
多
い
と
き
に
は
１
日
３
回

と
い
う
時
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
樹
種
の
選
定
に
も
問
題

が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
エ

ン
ジ
ュ
の
よ
う
に
夏
か
ら
秋
に
か

け
て
ア
ブ
ラ
ム
シ
が
大
量
発
生
し

た
り
、
ゾ
ウ
リ
ム
シ
ら
し
き
も
の

の
幼
虫
が
無
数
に
落
ち
て
く
る
も

の
、
さ
ら
に
種
子
が
遠
く
に
飛
ば

さ
れ
て
、
い
た
る
と
こ
ろ
に
発
芽

す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で

要
望
を
何
点
か
上
げ
ま
す
。

虚
来
年
度
剪
定
し
て
ほ
し
い

許
車
道
の
清
掃
車
を
状
況
を
見
て

稼
動
し
て
い
た
だ
き
た
い

距
秋
の
枝
草
ゴ
ミ
の
収
集
日
を
月

２
回
に
し
て
い
た
だ
き
た
い

鋸
場
所
を
見
て
現
在
の
街
路
樹
の

３
分
の
１
く
ら
い
を
伐
採
す
る
か
、

他
の
適
当
な
樹
種
に
代
え
て
い
た

だ
き
た
い

（
幸
町
 男
性
）

「
都
市
施
設
課
」
で
す

　
街
路
樹
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に

市民の声

市
民
の

声
ＶＶＯＯＩＩＣＣＥＥ

市
へ
の
質
問
・
意
見
や
、
広
く
市
民

に
向
け
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
を
掲

載
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
便
・
電
子
メ
ー
ル
な
ど

必
ず
書
面
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
広

報
へ
は
掲
載
し
ま
せ
ん
が
、
内
容
確

認
な
ど
の
た
め
こ
ち
ら
か
ら
連
絡

す
る
場
合
が
あ
る
の
で
必
ず
氏
名
・

連
絡
先
を
添
え
て
く
だ
さ
い
。

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
す
る

こ
と
や
誹
謗
・
中
傷
な
ど
、
内
容
に

よ
り
掲
載
で
き
な
い
場
合
が
あ
る

こ
と
を
ご
理
解
願
い
ま
す
。

問合せ・送付先
　〒０７６‐８５５５　富良野市弥生町１番１号
　富良野市役所 企画振興課 

電話　３９‐２３０４　FAX　２３‐２１２１
電子メール
　富良野市ホームページのメールフォームを
ご利用ください。
　http://www.city.furano.hokkaido.jp/
　「あなたの声をまちづくりに」→「市民の声」
を選択

緑
と
う
る
お
い
の
場
を
提
供
す
る
も

の
で
あ
り
、
落
ち
葉
の
清
掃
な
ど
に

つ
い
て
も
地
域
の
み
な
さ
ん
に
ご
協

力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
剪
定
に
つ

い
て
は
、
計
画
的
に
実
施
し
て
い
ま

す
が
、
南
３
丁
目
通
り
は
平
成
　
年
１９

度
以
降
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
伐
採

と
樹
種
の
変
更
は
、
町
内
会
、
関
係

す
る
連
合
町
内
会
な
ど
地
域
で
十
分

協
議
し
て
頂
き
、
結
果
を
踏
ま
え
検

討
し
ま
す
。

「
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
課
」
で
す

　
廃
棄
物
減
量
等
推
進
審
議
会
で

「
ご
み
処
理
基
本
計
画
」
の
見
直

し
に
つ
い
て
協
議
し
、
枝
草
類
の

収
集
回
数
を
９
・
　
月
に
つ
い
て

１０

は
、
「
月
２
回
収
集
」
と
す
る
予

定
で
す
。

まちづくり出前講座
お茶の間トーク

～市職員がお茶の間や学校へ～

市では、市民のみなさんへ、わ

かりやすいまちづくり情報を

お知らせし、対話を通じた情報

共有を進める「まちづくり出前

講座」を実施しています。

市民のご要望に応じ、市職員が

地域に出向き、市の仕事の説明

や制度の仕組みなどを説明し

意見交換させていただきます。

お気軽に申し込みください。

ホームページアドレス　http://www.city.furano.hokkaido.jp/

◆対象者

　５人以上（小学生以上）の団体、

　グループなど

◆開催日時

　平日の午前９時から午後９時ま

　で１講座　２時間以内

　※土・日曜日、祝祭日の開催希　

　望は、ご相談ください。

◆料　金

　無料です。ただし、会場使用料な

　どがかかる場合は受講される団

　体・グループなどの負担となりま

　す。

◆講座内容

　講座メニューは広報６月号・市　

　ホームページをご覧ください。　

　メニューにない講座はご相談　

　ください。

　鰹問 企画振興課　　拶３９－２３０４
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富
良
野
市
要
保
護
児
童

対
策
地
域
協
議
会

を
設
置
し
ま
し
た

　
児
童
福
祉
法
に
基
づ
き
、
保
護
者
の
い
な
い
児
童
又
は
保
護
者
に
監
護

さ
せ
る
こ
と
が
不
適
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
児
童
（
要
保
護
児
童
）
の

適
切
な
保
護
を
図
る
た
め
「
富
良
野
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

　
構
成
機
関
は
合
計
　
機
関
で
、
児
童
相
談
所
、
保
健
所
、
警
察
署
、
児

17

童
養
護
施
設
、
医
師
会
、
幼
稚
園
、
校
長
会
、
人
権
擁
護
委
員
会
、
民
生

児
童
委
員
、
主
任
児
童
委
員
、
市
役
所
の
児
童
に
関
係
す
る
部
署
な
ど
か

ら
な
っ
て
い
ま
す
。

　
協
議
会
で
は
、
児
童
虐
待
に
関
す
る
情
報
交
換
並
び
に
関
係
機
関
の
連

携
、
協
力
の
推
進
に
関
す
る
業
務
及
び
要
保
護
児
童
対
策
を
推
進
す
る
た

め
の
広
報
・
啓
発
活
動
な
ど
を
行
い
、
要
保
護
児
童
の
通
告
な
ど
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、
協
議
会
の
ケ
ー
ス
検
討
会
議
で
協
議
を
し
な
が
ら
対
応
し

て
ま
い
り
ま
す
。

児
童
虐
待
は
人
権
侵
害
で
す

　
次
の
よ
う
な
行
為
を
見
か
け
た
、
ま
た
は
、
こ
の
よ
う
な
行
為
を
受

け
た
と
思
わ
れ
る
児
童
を
発
見
し
た
と
き
は
、
富
良
野
市
家
庭
児
童
相

談
室
、
旭
川
児
童
相
談
所
、
ま
た
は
警
察
署
な
ど
に
通
告
・
通
報
し
て

く
だ
さ
い
。

　
児
童
虐
待
を
発
見
し
た
と
き
に
通
告
を
す
る
こ
と
は
、
国
民
一
人
ひ

と
り
の
義
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
心
配
だ
、
不
安
だ
と
思
っ
た
と
き
は
、

そ
の
ま
ま
見
過
ご
さ

な
い
で
、
通
告
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
通
告
者
の

氏
名
等
に
つ
い
て
は
、

法
律
の
規
定
に
よ
り
、

明
か
し
て
は
な
ら
な

い
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ご
安
心

く
だ
さ
い
。

相談・通告先

富良野市家庭児童相談室
（児童家庭課内）維３９‐２２２３
※閉庁日及び職員の勤務時間外は市役所

警備室まで連絡ください　維３９‐２３００

旭川児童相談所
維０１６６‐２３‐８１９５

叩く、蹴る、殴るなど身体に傷を負わせ

たり、生命に危険を及ぼすような行為を

することです。

子どもの心身の健やかな成長をそこなう

などの不適切な養育・監護の怠慢、ある

いは、子どもの安全に対する重大な不注

意や無関心をいい、同居人による虐待行

為の放置なども含まれます。

ことばによるおどかし

や拒否的態度などで、

子どもの心を傷つける行為のことで、子

どもの目の前で家庭内暴力を行うことも

含まれます。

子どもにわいせつな行為をすること、さ

せることです。

性的虐待「 」

身体的虐待「 」

ネグレクト

（養育の怠慢・拒否）
「

」 心理的虐待「 」
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自慢の１３６５点の作品を展示

市
民
総
合
文
化
祭

２代目ふらのカレンジャー娘、初仕事！
　
　

月
１
日
峨
、２
代
目
ふ
ら
の

１１
カ
レ
ン
ジ
ャ
ー
娘（
富
良
野
緑
峰

高
等
学
校
園
芸
科
家
庭
科
班
２

年
生
６
名
）
が
初
仕
事
と
し
て
、

エ
ー
コ
ー
プ
旭
川
ふ
ら
の

フ
ォ
ー
レ
ス
ト
店
で
カ
レ
ー
の

試
食
会
を
開
き
、約
１
２
０
人
に

新
作
カ
レ
ー
を
提
供
し
ま
し
た

　

今
回
は
、秋
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

「
具
だ
く
さ
ん
の
秋
色
カ
レ
ー
」

で
、ふ
ら
の
ワ
イ
ン
と
秋
の
果
物

の
梨
で
煮
込
ん
だ
肉
を
、
い
も
・

に
ん
じ
ん
・
豚
肉
な
ど
と
合
わ
せ

た
も
の
。試
食
し
た
市
民
か
ら
も

「
お
い
し
い
」「
家
で
も
作
っ
て
み

た
い
」
な
ど
好
評
で
し
た
。

秋
の
新
作
カ
レ
ー

試
食
提
供

普段の生活習慣を見直しましょう

　
　

月　

日
蚊
、
保
健
セ
ン

１１

１３

タ
ー
で「
健
康
づ
く
り
研
修
会
」

が
開
催
さ
れ
、
旭
川
医
科
大
学

の
菊
池
教
授
か
ら
生
活
習
慣
病

の
予
防
と
対
策
に
つ
い
て
講
演

が
あ
り
、
市
民
が
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
す

要
因
と
な
る
の
が
、
最
近
太
っ

て
き
た
、
少
し
高
血
圧
ぎ
み
、

血
糖
値
が
ち
ょ
っ
と
高
め
な
ど
、

ひ
と
つ
一
つ
の
症
状
は
重
く
な

く
と
も
、
こ
れ
ら
の
症
状
が
2

つ
以
上
該
当
す
る
状
態（「
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
と

い
い
ま
す
）
と
の
こ
と
。
油
断

し
て
い
る
と
、
突
然
、
脳
卒
中

や
心
筋
梗
塞
、
認
知
症
、
糖
尿

病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
高
カ
ロ

リ
ー
や
塩
分
の
高
い
食
生
活
や
、

喫
煙
・
飲
酒
の
生
活
習
慣
を
見

直
す
こ
と
で
予
防
で
き
ま
す
。

健康づくり研修会

国土交通省の観光モデル事業に選ばれる

　
　

月　

日
画
、
富
良
野
市
国

１１

１８

際
観
光
促
進
協
議
会
が
、
国
土

交
通
省
の
「
観
光
交
流
空
間
づ

く
り
モ
デ
ル
事
業
」（
5
年
間
）

に
選
ば
れ
認
定
書
の
交
付
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
モ
デ
ル
事
業
で
は
、
国

際
競
争
力
の
あ
る
観
光
地
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
外
国
人
観

光
客
の
増
加
と
地
域
の
経
済
活

性
化
な
ど
を
目
的
に
、
地
元
の

ア
イ
デ
ィ
ア
を
生
か
し
た
イ
ベ

ン
ト
の
実
施
や
、
ア
ジ
ア
圏
に

向
け
た
観
光
P
R
な
ど
の
拡
充

を
計
画
的
に
実
施
し
て
い
き
ま

す
。

「
観
光
交
流
空
間
づ
く
り

モ
デ
ル
事
業
」
に
認
定

　
　

月
２
日
我
〜
３
日
牙
の
２

１１
日
間
、
文
化
会
館
を
は
じ
め
と

す
る
市
内
の
５
会
場
で
「
市
民

文
化
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

富
良
野
会
場
（
文
化
会
館
・

労
働
会
館
）で
は
、文
芸
・
絵
画
・

写
真
・
書
道
・
菊
花
な
ど
１
３

６
５
点
に
の
ぼ
る
作
品
の
展
示

や
市
民
茶
席
・
友
愛
セ
ー
ル
・

芸
能
発
表
な
ど
が
行
わ
れ
、
訪

れ
た
人
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

文
化
の
日
の
３
日
に
は
富
良

野
文
化
団
体
協
議
会
の
文
化
功

労
・
奨
励
賞
の
贈
呈
式
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

まちのできごと ZOOMUP
FURANO

ズズーームムアアッッププふふららのの
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今
月
の
手
続
き
       師
走

１２月

Decem
ber

国
民
年
金

老
齢
基
礎
年
金

裁
定
請
求

昭
和　

年　

月
生
ま
れ
（
満　

歳
）
の
方

15

１２

６５

誕
生
日
の
前
日
以
降
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

興
必
要
な
も
の

　

印
鑑
・
預
金
通
帳
・
戸
籍
謄
本
・
住
民

票
謄
本
な
ど

興
市
役
所
③
番
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
防
火
管
理
の

徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
一
般
家
庭

虚
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い

許
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨

て
は
し
な
い

距
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ

の
場
を
離
れ
な
い

鋸
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を

し
な
い

漁
子
ど
も
に
は
、
マ
ッ
チ
や
ラ
イ

タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い

禦
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
た

こ
足
配
線
は
し
な
い

魚
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
を
近
づ
け
な
い

鰹問
 

消
防
本
部

拶
２
３
‐
５
１
１
９

麻
し
ん
・
風
し
ん
　
　
　

予
防
接
種

　

予
防
接
種
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
来
年
４
月
１
日
か
ら「
麻
し
ん
」

「
風
し
ん
」
予
防
接
種
が
、
Ｍ
Ｒ
混

合
ワ
ク
チ
ン
（
Ｍ
＝
麻
し
ん
・
Ｒ

＝
風
し
ん
）
接
種
と
な
り
ま
す
。

接
種
時
期
に
つ
い
て
も
、
生
後

　

ヶ
月
〜　

ヶ
月
未
満
に
そ
れ
ぞ

１２

９０

れ
１
回
接
種
だ
っ
た
の
に
対
し
、

１
期
（
生
後　

ヶ
月
〜　

ヶ
月
未

１２

２４

満
）、
２
期
（
就
学
前
１
年
間
）
の

２
回
接
種
へ
と
変
わ
り
ま
す
。

　

次
の
方
は
、
今
年
度
内
に
接
種

を
受
け
な
い
場
合
、
平
成　

年
４

１８

く
ら
し

年
末
年
始
の
火
災
予
防

◆
小
売
店
・
ス
ー
パ
ー
・
ホ
テ
ル

　

売
り
出
し
な
ど
に
よ
り
混
み
合

う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

防
火
安
全
対
策
の
徹
底
を
お
願
い

し
ま
す
。

◆
事
業
所
な
ど

　

休
業
期
間
中
は
火
の
消
し
忘
れ

や
周
囲
に
ゴ
ミ
な
ど
を
放
置
し
て

お
く
と
放
火
の
危
険
性
な
ど
が
予

月
以
降
は
任
意
接
種
と
な
り
自
己

負
担
が
発
生
し
ま
す
の
で
早
期
に

接
種
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◆
対　

象　

次
に
該
当
さ
れ
る
方

で
既
に
生
後　

ヶ
月
に
達
し
て
い

２４

る
方
、
も
し
く
は
平
成　

年
３
月

１８

　

日
ま
で
に
生
後　

ヶ
月
に
達
す

３１

２４

る
方
。

・「
麻
し
ん
」「
風
し
ん
」
予
防
接

種
を
ど
ち
ら
か
一
方
で
も
受
け
て

い
な
い
方
（
受
け
て
い
な
い
予
防

接
種
が
対
象
で
す
）。

・「
麻
し
ん
」「
風
し
ん
」
に
ど
ち

ら
か
一
方
で
も
か
か
っ
た
方
（
か

か
っ
て
い
な
い
病
気
が
接
種
対
象

で
す
）。

◆
期　

間　

　
　
　

平
成　

年
３
月　

日
ま
で

１８

３１

◆
実
施
医
療
機
関　

・
協
会
病
院
（
拶
２
３
‐
２
１
８

１
）・
ふ
ら
の
西
病
院
（
拶
２
３
‐

６
６
０
０
）・
い
ん
や
く
小
児
科
ク

リ
ニ
ッ
ク（
拶
３
９
‐
１
１
７
７
）・

お
お
つ
ぼ
ク
リ
ニ
ッ
ク（
拶
４
２
‐

２
０
０
９
）

◆
費　

用　

無　

料

◆
そ
の
他　

平
成　

年
４
月
１
日

１８

以
降
、
生
後　

ヶ
月
〜　

ヶ
月
未

１２

２４

満
で
「
麻
し
ん
」「
風
し
ん
」
の
予

防
接
種
を
ど
ち
ら
も
受
け
て
い
な

い
方
は
Ｍ
Ｒ
混
合
接
種
の
対
象
に

も
な
り
ま
す
の
で
か
か
り
つ
け
医

に
ご
相
談
下
さ
い
。

鰹問
 

保
健
課
保
健
予
防
係

拶
３
９
‐
２
２
０
０

１２月は、道税の納税推進強調月間

　上川支庁では、１２月を納税推進強調月間として、自動車税、
個人事業税などの滞納圧縮に努めています。納税のご相談は、
上川支庁税務部納税課までご連絡ください。
　なお、日中納税できない方のために、次のとおり夜間及び
休日納税窓口を開設します。
［夜間］と　き　１２月１５日牙・２０日峨　午後６時から９時まで
［休日］と　き　１２月１８日蚊午前９時～午後５時まで　
［夜間］ところ　北海道上川合同庁舎（永山６条１９丁目）

鰹問 上川支庁税務部納税課　拶０１６６‐４６‐５１００

夜間納税相談窓口を開設

と　き　１２月１４日我・１５日牙　午後６時から９時まで
ところ　富良野市役所税務課　９番窓口

鰹問 税務課納税係　拶３９‐２３０２
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犯
罪
や
事
故
の
な
い
　
　

年
末
年
始

　

年
末
年
始
は
、
空
き
巣
や
自
動

車
盗
、
置
引
き
な
ど
市
民
生
活
に

身
近
な
犯
罪
の
多
発
が
予
想
さ
れ

ま
す
。
犯
罪
被
害
や
事
故
に
遭
わ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
家
を
留
守
に
す
る
と
き
は
、
必

ず
戸
締
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
多
額
の
現
金
を
持
ち
歩
く
と
き

は
虚
タ
ク
シ
ー
を
利
用
す
る
許
複

数
で
行
動
す
る
な
ど
し
て
、
被
害

に
遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
自
動
車
か
ら
離
れ
る
と
き
は
、

エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
い
て
ド
ア

ロ
ッ
ク
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
車
上
ね
ら
い
の
予
防
の
た
め
車

内
に
は
小
銭
や
バ
ッ
ク
な
ど
は
置

か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

鰹問
 

警
察
署　

拶
２
２
‐
０
１
１
０

催
し

上
富
良
野
駐
屯
地
音
楽
隊

定
期
演
奏
会

◆
と　

き　
　

月　

日
臥

１２

１７

　
　
　
　
　

午
後
６
時　

分
３０

◆
と
こ
ろ　

文
化
会
館

◆
入
場
料　

無
料

◆
曲　

目　

・
セ
レ
モ
ニ
ア
ル

マ
ー
チ
・
稜
線
の
風
・
北
ア
ル
プ

ス
の
印
象
ほ
か

◆
ゲ
ス
ト

　
　

中
富
良
野
中
学
校
吹
奏
楽
部

◆
そ
の
他　

チ
ケ
ッ
ト
な
ど
は
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、
気
軽
に
来
場
く

だ
さ
い
。

鰹問
 

上
富
良
野
駐
屯
地
広
報
室

拶
４
５
‐
３
１
０
１

倉
本
聰
作
・
演
出
富
良
野
塾
公

演
「
地
球
、
光
り
な
さ
い
」

　

ド
イ
ツ
の
劇
作
家
ギ
ュ
ン

タ
ー
・
ヴ
ァ
イ
ゼ
ン
ボ
ル
ン
の
戯

曲
「
天
使
が
二
人
天
降
る
」
を
元

に
倉
本
聰
氏
が
翻
案
し
書
き
下
ろ

し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
で
す
。

◆
と　

き　
　

月　

日
臥
・　

日

１２

２４

２５

蚊　

両
日
と
も
午
後
２
時
開
演

◆
と
こ
ろ　

演
劇
工
場

◆
入
場
料　
（
前
売
り
）

　
　

一
般　

３
０
０
０
円

　
　

小
中
学
生
１
５
０
０
円
な
ど

※
無
料
送
迎
バ
ス
あ
り
ま
す
。

鰹問
 

演
劇
工
場

拶
３
９
‐
０
３
３
３

募
集

新
年
交
礼
会

◆
と　

き　

１
月
６
日
画

　
　
　
　
　

午
前　

時
１１

◆
と
こ
ろ　

文
化
会
館

◆
会　

費

　
　

５
０
０
円（
当
日
会
場
に
て
）

※
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

鰹問
 

総
務
課
総
務
法
制
係

拶
３
９
‐
２
３
０
０

平
成
　
年
度
富
良
野
看
護

１８

専
門
学
校
学
生
募
集

◆
募
集
人
員　
　

名
４０

◆
受
験
資
格　

次
の
い
ず
れ
か
の

条
件
を
み
た
す
男
女

虚
高
等
学
校
卒
業
及
び
平
成　

年
１８

３
月
卒
業
見
込
み
の
方

許
大
学
入
学
に
関
し
、
高
等
学
校

を
卒
業
し
た
方
と
同
等
以
上
の
学

力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
方

◆
試
験
方
法　

学
科
・
面
接
試
験

及
び
提
出
書
類
を
総
合
し
て
選
考

◆
試
験
科
目

　

国
語
（
総
合
、
但
し
古
文
・
漢

文
を
除
く
）・
数
学
（
Ⅰ
・
A
）・

英
語
（
Ⅰ
・
Ⅱ
）・
理
科
（
生
物

Ⅰ
・
Ⅱ
）

◆
試
験
日
程

◎
学
科
試
験

　
　
　
　

平
成　

年
１
月　

日
我

１８

２５

◎
面
接
試
験

　
　
　
　

平
成　

年
１
月　

日
牙

１８

２６

◆
試
験
会
場　

看
護
専
門
学
校

◆
受
付
期
間　

平
成　

年　

月　

１７

１２

１２

日
俄
〜　

日
俄

２６

鰹問
 

富
良
野
看
護
専
門
学
校

拶
２
２
‐
５
５
１
０

　麓郷振興会では、このほど財団法人自治総合センターのコミュニ
ティ助成事業の助成を受け、パークゴルフ場の備品及び芝刈機の購
入を行いました。
　この事業は、同センターが全国自治宝くじ普及広報事業費として
受け入れる宝くじ受託事業収入を財源として、住民のコミュニティ

活動を促進し、その健全なる発展を図るとと
もに、宝くじの普及広報を目的として行われているものです。
　麓郷振興会は麓郷地区の発展を目的に結成され、麓郷地区の行事に
積極的に協力し、地域の活性化やコミュニティ活動に多大な貢献を果
たしています。今回のパークゴルフ場の備品及び芝刈機の購入によっ
て、コミュニティ活動による地域の活性化が一層充実されます。
　尚、麓郷振興会は平成１８年６月オープン予定で麓郷地区農村広場
パークゴルフ場の準備を進めています。

鰹問 　都市施設課　拶３９‐２３１３

コミュニティ助成事業で

パークゴルフ場を整備
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講
習

消
防
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

●
工
事
整
備
対
象
設
備
講
習

◆
対
象
者　

虚
消
防
設
備
士
免
状
の
交
付
を
受

け
た
日
か
ら
２
年
以
内
の
方
で
、

消
防
設
備
士
講
習
を
受
け
た
こ
と

の
な
い
方

許
消
防
設
備
士
の
講
習
を
受
け
た

こ
と
の
あ
る
方
で
、
当
該
講
習
を

受
け
た
日
か
ら
５
年
以
内
の
方

◆
開
催
日
及
び
受
講
場
所

　

別
途
受
講
申
請
者
に
通
知
し
ま

す
。

◆
申　

込　
　

月　

日
牙
ま
で
に

１２

１５

消
防
本
部
・
各
支
署
・
出
張
所
に

あ
る
受
験
申
請
書
に
よ
り
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
危
険
物
取
扱
者
試
験

◆
と　

き　

　
　
　
　

平
成　

年
２
月　

日
蚊

１８

１２

◆
と
こ
ろ　

旭
川
市

◆
試
験
の
種
類　

・
乙
種
（
第
１

類
〜
６
類
）・
丙
種

◆
受　

付　
　

月
７
日
我
〜　

牙

１２

１５

ま
で
の
間
に
消
防
本
部
・
各
支
署
・

出
張
所
に
あ
る
受
験
願
書
に
よ
り

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
消
防
設
備
士
試
験

◆
と　

き　

　
　
　
　

平
成　

年
２
月　

日
蚊

１８

１２

◆
と
こ
ろ　

旭
川
市

◆
試
験
の
種
類　

甲
種
（
第
１
〜

５
類
）・
乙
種
（
第
１
〜
７
類
）

◆
受　

付　
　

月
７
日
我
〜　

牙

１２

１５

ま
で
の
間
に
消
防
本
部
・
各
支
署
・

出
張
所
に
あ
る
受
験
願
書
に
よ
り

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問
 

消
防
本
部

拶
２
３
‐
５
１
１
９

子
ど
も

●
み
ん
な
も
遊
ぼ
う
よ
！

　

市
内
の
５
つ
の
児
童
館
は
だ
れ

で
も
自
由
に
利
用
が
で
き
ま
す
。

◆
開
館
時
間　

月
〜
金
曜
日　

午
後
１
時
〜
５
時

土
曜
日
・
冬
休
み
中　

午
前　

時
〜

１０

午
後
５
時
※
午
後
４
時　

分
〜
５

３０

時
ま
で
は
清
掃
時
間
の
た
め
自
由

な
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

鰹問
 

児
童
家
庭
課
児
童
家
庭
係

拶
３
９
‐
２
２
２
３

　
月
の
児
童
館
行
事

１２
詳
し
く
は
各
館
（
セ
ン
タ
ー
）
へ

と
こ
ろ

緑町児童館
（緑町１３‐８）

拶２２‐３３７０

北の峰児童館
（北の峰町２７‐１）

拶２３‐４８０４

麻町児童センター
（西麻町２‐３３）

拶２３‐２９７７

桂木児童センター
（桂木町２‐４１）

拶２２‐３７９２

東部児童センター
（錦町１３‐１）

拶２３‐５１２９

と
き
・
内
容

▽
１
・
２
日

　
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー

　
づ
く
り

▽
　
日
２０
　
ク
リ
ス
マ
ス
会
・
ケ
ー

　
キ
ト
ッ
ピ
ン
グ

▽
　
～
　
日

１２

１４

　
フ
エ
ル
ト
手
芸
（
サ

　
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
）

▽
　
日
　

１７
　
ク
リ
ス
マ
ス
お
楽

　
し
み
会

▽
８
～
　
日
１０

　
ク
リ
ス
マ
ス
グ
ッ

　
ズ
づ
く
り

▽
　
日
　

２２
　
ク
リ
ス
マ
ス
お
楽

　
し
み
会

▽
５
～
７
日

　
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー

　
ス
づ
く
り

▽
　
日
１１
　
も
ち
つ
き
会

▽
　
日
１１
　
も
ち
つ
き
会

▽
　
・
　
日
　

１９

２０

　
キ
ャ
ン
ド
ル
づ
く
り

受講者募集

消費税研修会（農業）
と　き　１２月８日牙　午後１時３０分～
ところ　文化会館中会議室
内　容　簡易課税制度選択者の消費税の計算
　　　　確定申告書作成実務
定　員　３０名
講　師　北海道税理士会旭川支部
　　　　富良野部会長　市川正英　税理士

複式簿記講習会（初心者向）
と　き　１２月１９日俄～２０日峨　午後１時３０分～
ところ　文化会館中会議室
内　容　複式簿記のノウハウから青色申告書の
　　　　作成
対　象　農業（複式）簿記に関心があり、青色
　　　　申告に取り組むことを考えている方で
　　　　原則として全２回の受講が可能な方
定　員　３０名
講　師　北海道税理士会旭川支部
　　　　富良野部会長　市川正英　税理士

問合せ/申込み　農林課農畜産振興係　TEL　３９‐２３０９　FAX　２３‐２１２２

開催の５日前までに申し込みください

「お知らせ」

ふらのワインハウス

年末・年始の休業日

１２月３１日～１月４日
鰹問 ふらのワインハウス　

拶２３‐４１５５
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年
金

保
険
料
の
追
納
制
度
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者

が
、
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
期

間
や
学
生
納
付
特
例
に
該
当
し
て

い
た
期
間
は
、
将
来
老
齢
基
礎
年

金
を
受
給
す
る
際
、
よ
り
有
利
な

年
金
額
と
な
る
よ
う
当
該
期
間
に

つ
い
て
後
か
ら
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

①
追
納
で
き
る
期
間
は
、
さ
か
の

ぼ
っ
て　

年
間
と
な
り
ま
す

１０

②
老
齢
基
礎
年
金
受
給
者
は
追
納

で
き
ま
せ
ん
。

③
追
納
す
る
場
合
、
学
生
納
付
特

例
が
あ
る
場
合
は
、
学
生
納
付
特

例
が
先
に
な
り
ま
す
。

④
前
々
年
度
よ
り
前
の
年
度
の
属

す
る
月
に
つ
い
て
追
納
す
る
場
合

の
納
付
額
は
、
当
時
の
保
険
料
額

に
政
令
で
定
め
ら
れ
た
率
を
乗
じ

た
額
を
加
算
し
た
額
に
な
り
ま
す
。

住
所
や
年
金
の
受
取
場
所
が
変
わ

る
と
き
は
届
出
を

　

年
金
は
、
希
望
し
た
金
融
機
関

で
支
払
わ
れ
ま
す
。
住
所
や
支
払

い
を
受
け
る
金
融
機
関
を
変
更
す

る
と
き
に
は
、「
年
金
受
給
権
者
住

所
・
支
払
機
関
変
更
届
」
を
最
寄

り
の
社
会
保
険
事
務
所
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

　

届
出
が
な
い
と
、
年
金
の
支
払

額
を
お
知
ら
せ
す
る
通
知
書
が
届

か
な
か
っ
た
り
、
希
望
す
る
金
融

機
関
で
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

年
金
証
書
を
失
く
し
た
と
き
は
再

交
付
の
手
続
き
を

　
「
年
金
証
書
」
を
汚
し
た
り
、
失

く
し
た
り
し
た
と
き
は
、「
年
金
証

書
再
交
付
申
請
書
」
を
社
会
保
険

事
務
所
に
提
出
し
て
、
再
交
付
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
「
年
金
証
書
」
は
、
年
金
を
受
け

る
権
利
の
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る

も
の
で
す
。
大
切
に
保
管
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

保
険
料
の
支
払
い
は
お
忘
れ

な
く

鰹問
 

市
民
課
国
保
年
金
係

拶
３
９
‐
２
３
０
１

●児童書（新着）
平山　和子落ち葉
ｼﾞｮﾝ・ﾊﾞｰﾆﾝｶﾞﾑいつもちこくのおとこのこ

かとう　くみこ秘密のとびらレストラン

●一般書（新着）
船戸　与一蝶舞う館
津本　陽名をこそ惜しめ
高村　薫新リア王　上・下

図書館まつり

１２月７日我～１８蚊まで
午前９時～午後５時まで　月曜日休館

●期間中のイベント　手島圭三郎絵本原画展
・絵本の読み聞かせ・映画・手づくり紙しばい　
　の集い（１０日臥　午前１０時３０分～）

・サークルどんぐり「絵本の読み聞かせ」
　（１４日我　午後３時～）

・古本市（無料）１人１０冊まで
　（１８日蚊　午前９時３０分～午後３時）

休館日

定例休館日　毎週月曜日
整理休館日　３０日画
祝日休館日　２３日画
年末年始休館日　１２月３１日臥～１月５日牙

（１２月）

鰹問 図書館
拶２２‐３００５

富良野スキー場市民スキーリフト施設利用券割引料金表

割引料金通常料金区　　　分期　　間券　種

2,5002,700おとな１２月１日
～１２月8日

１日券

1,2002,000こども・シニア

3,1003,200おとな１２月9日
～１２月15日 1,8002,000こども・シニア

3,4004,000おとな１２月16日
～３月5日 2,2003,000こども・シニア

2,8003,300おとな３月6日
～３月26日 1,3002,100こども・シニア

2,0002,700おとな3月27日
～５月7日 1,0001,500こども・シニア

2,7003,000おとな１２月9日
～３月5日

午前券・

午後券 1,6002,300こども・シニア

1,2001,500おとな
開始～終了

ナイター
券 7001,000こども・シニア

残問い合わせ 　企画振興課　　拶３９－２３０４

富良野スキー富良野スキー場場
市民スキーリフト施設利用市民スキーリフト施設利用券券

　株式会社株式会社ココクド富良野スキー場では、今シーズクド富良野スキー場では、今シーズンン
も市民を対象にした割引券「市民スキーリフト施も市民を対象にした割引券「市民スキーリフト施設設
利用券」を発行します。（金額は右の表のとおりです利用券」を発行します。（金額は右の表のとおりです））
この利用券は、次の場所で発行していますので　この利用券は、次の場所で発行していますので、、
気軽に利用ください気軽に利用ください。。

産利用券発行所
市役所（企画振興課・商工観光課）、文化会館、図書
館、スポーツセンター、山部・東山支所、ふらの農
業協同組合本所・山部支所・東山支所・東部出張所

※こども料金は小学生以下、シニア料金は６０歳以上
（ただし、夫婦で利用の場合はどちらかが６０歳以上で
あれば２人ともシニア料金）
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「外で遊ぶのって気持ちいいー！」

　　　菊地　 瑛美莉 さん （２歳）桂木町
え　み　り

　　　遠藤　 七海 さん （１歳１１カ月）西町
ななみ

　　　遠藤　 心海 さん （１歳１１カ月）西町
ここみ

　　　田畑　 朱音 さん （２歳１カ月）若松町
あかね

お子さんの
写真を募集
しています！

表
彰
 お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

藍
綬
褒
章
（
自
衛
隊
協
力
功
績
）

理
寛
寺
陸
夫
（
本
町
）

旭
日
双
光
章
（
保
健
衛
生
功
労
）

加
藤
健
治
郎
（
本
町
）

瑞
宝
単
光
章
（
消
防
功
労
）

藤
田
貞
雄
（
扇
町
）

寄
付
  あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

富
良
野
市
へ

鳥
沼
小
学
校
１
０
０
周
年

鳥
沼
地
区
開
基
１
１
０
周
年

記
念
事
業
協
賛
会

　

教
材
用
楽
器　
　
　
　
　

９
台

　

児
童
用
図
書　
　
　

５
０
０
冊

　

玄
関
風
除
室
設
置
（
鳥
沼
分
館
）

寿
光
園
へ

富
良
野
郵
政
協
力
会

　
　

衛
生
ゴ
ミ
保
管
容
器　

２
個

樹
海
東
小
学
校　
　

　
　

カ
ボ
チ
ャ　
　
　
　
　

キ
ロ

８０

　
　

ジ
ャ
ガ
イ
モ　

１
２
０
キ
ロ

陸
上
自
衛
隊
上
富
良
野
駐
屯
地　

タ
オ
ル　
　

本
９０

麓
郷
小
学
校　
　

　
　
　
　

じ
ゃ
が
い
も　
　

キ
ロ

２０

　
　
　
　

か
ぼ
ち
ゃ　
　
　

キ
ロ

３０

　
　
　
　

玉
ね
ぎ　
　
　
　

キ
ロ

２０

　
　
　
　
　
　

順
不
同
・
敬
称
略

「お菓子が
大好きです！」

　早川　 佳尋 さん
よしひろ

(１歳８カ月）東麻町

巨
大
な
る
貰
い
し
大
根
如
何
に
せ
ん

山
崎
　
和
子

鉄
を
切
る
鉄
の
匂
ひ
の
雪
蛍

山
田
　
無
月

白
樺
の
幹
白
々
と
枯
野
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  相
澤
か
を
り

秋
灯
下
一
字
を
さ
が
す
虫
眼
鏡

上
坂
　
睦
美

老
木
に
一
声
か
け
て
雪
囲
　

武
内
　
昭
子

ト
ー
マ
ス
の
機
関
車
さ
げ
て
ク
リ
ス
マ
ス

東
　
　
弘
子

孫
ら
家
族
本
州
よ
り
の
来
道
に

あ
れ
こ
れ
選
ぶ
秋
の
味
覚
を
　
　
　
　
大
石
　
貞

久
し
振
り
の
友
影
長
く
帰
り
ゆ
く

釣
瓶
落
と
し
の
夕
暮
れ
の
道
　
　
　
　
川
西
　
肇

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
低
く
流
し
て
書
い
て

ま
す
雪
降
る
午
後
の
冬
の
便
り
を
　
   近
藤
富
貴
子

ア
ス
パ
ラ
の
小
い
さ
な
赤
き
珠
の
実
に

雨
の
雫
の
宿
り
ゐ
る
朝
　
　
　
　
　
　
木
村
み
ど
り

と
こ
ろ
得
し
土
の
し
め
り
の
石
か
げ
に

静
か
に
咲
け
る
つ
わ
ぶ
き
の
花
　
　
　
町
屋
　
和
子

じ   ん

ふらのの元気を紹介します！　われら ふらの人

左から
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突
然
死
に
は
二
つ
の
原
因
が
あ

り
ま
す
。
一
つ
は
脳
疾
患
で
脳
梗

塞
、
脳
出
血
、
ク
モ
膜
下
出
血
な

ど
で
す
。
も
う
一
つ
は
心
臓
疾
患

で
心
筋
梗
塞
、
狭
心
症
、
不
整
脈

な
ど
で
す
。

○
人
間
の
体
は
基
本
的
に
季
節
の

変
化
に
１
〜
２
カ
月
遅
れ
て
反
応

し
ま
す
。
急
激
な
気
温
の
変
化
に

対
応
し
よ
う
と
す
る
と
、
自
律
神

経
や
脳
が
過
剰
に
働
き
バ
ラ
ン
ス

を
く
ず
し
血
管
に
大
き
な
ス
ト
レ

ス
が
か
か
り
ま
す
。
季
節
の
変
わ

り
目
に
体
調
を
崩
す
人
が
多
い
の

は
こ
の
た
め
で
す
。
突
然
死
の
要

因
を
探
っ
て
み
る
と
、
冬
は
、
室

温
と
外
気
温
な
ど
の
外
的
要
因
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
血
管
は
暖

か
い
と
こ
ろ
で
は
拡
張
す
る
の
に

対
し
、
寒
い
と
こ
ろ
で
は
収
縮
し

ま
す
。
拡
張
と
収
縮
が
急
激
に
行

わ
れ
る
と
、
心
臓
か
ら
の
血
液
量

は
変
わ
ら
な
い
の
に
血
管
が
収
縮

し
た
ぶ
ん
血
管
に
大
き
な
ス
ト
レ

ス
が
か
か
り
、
そ
し
て
血
管
の
破

裂
に
い
た
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
異
常
気
象
が
頻
繁
に
発

生
す
る
昨
今
、
特
に
例
年
よ
り
秋

が
短
い
な
ど
、
気
温
の
低
下
が
急

激
に
始
ま
っ
た
年
な
ど
は
、
気
温

差
７
度
ぐ
ら
い
で
も
注
意
し
た
ほ

う
が
無
難
で
す
。

○
家
の
部
屋
ご
と
の
温
度
差
に
は
、

意
外
と
気
を
つ
か
わ
な
い
も
の
で

す
。
じ
つ
は
、
こ
れ
が
血
圧
の
急

上
昇
を
招
き
、
脳
梗
塞
や
心
筋
梗

塞
な
ど
の
突
然
死
と
い
う
結
果
に

結
び
つ
き
ま
す
。
部
屋
の
温
度
差

に
注
意
す
る
な
ど
で
、
病
気
を
予

防
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

○
家
庭
で
で
き
る
予
防
法

虚
暖
か
い
部
屋
か
ら
寒
い
部
屋
に

移
動
す
る
と
き
は
、
暖
か
い
部
屋

の
中
で
深
呼
吸
を
す
る
こ
と
で
、

気
持
ち
が
落
ち
着
き
、
血
圧
の
上

昇
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

許
暖
房
は
温
度
設
定
を
な
る
べ
く

抑
え
、
す
べ
て
の
部
屋
に
温
か
い

空
気
を
回
す
よ
う
心
が
け
ま
す
。

距
布
団
か
ら
出
る
と
き
は
、
ま
ず

深
呼
吸
を
し
て
、
布
団
の
中
で
靴

下
を
履
い
て
、
足
に
直
接
寒
さ
を

感
じ
さ
せ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

鋸
夜
中
の
ト
イ
レ
で
は
、
便
座
を

温
め
て
、
ゆ
っ
く
り
と
し
ゃ
が
み
、

壁
に
手
を
添
え
力
み
を
分
散
さ
せ

ま
す
。

漁
重
ね
着
を
し
て
肩
こ
り
の
原
因

を
作
ら
な
い
よ
う
に
、
肌
着
を
有

効
に
使
い
ま
し
ょ
う
。

禦
暖
房
が
強
す
ぎ
る
と
体
か
ら
水

分
の
蒸
発
が
多
く
な
り
、
気
が
つ

か
な
い
う
ち
に
脱
水
症
状
と
な
っ

て
い
る
の
で
、
水
分
の
補
給
は
忘

れ
ず
に
し
ま
し
ょ
う
。

富良野医師会　理事　渡部　秀雄

●生活習慣の改善⑰
冬型突然死の予防

ＱA ダイヤル交換市ダイヤル交換市

足
、
腰
の
痛
み
に
無
料
体

験
会
と
い
う
チ
ラ
シ
が
新

聞
折
込
で
入
っ
た
の
で
会
場
に

出
か
け
て
み
る
と
、
狭
い
会
場

で
他
に
お
客
は
な
く
、
結
局
施

術
さ
れ
た
後　

万
円
も
す
る
健

１０

康
器
具
を
契
約
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
チ
ラ
シ
に
は
ど
こ
に
も

物
を
売
る
と
は
書
い
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
こ
ん
な
高
額
な

物
を
契
約
す
る
つ
も
り
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
ど
う
し
た
ら

よ
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
催
し
は
１
日
だ
け

と
い
う
事
で
契
約
書
に

ク
ー
リ
ン
グ
･
オ
フ
の
記

載
が
あ
る
か
確
認
し
、
書
い
て

あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
･
オ
フ
期

間
で
し
た
の
で
書
面
を
送
付
す

る
よ
う
助
言
し
ま
し
た
。
チ
ラ

シ
を
見
る
と
販
売
の
記
載
は
ど

こ
に
も
無
く
、
問
題
が
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
ケ
ー
ス
だ

け
で
な
く
、
訪
問
販
売
や
電
話

勧
誘
・
キ
ャ
ッ
チ
セ
ー
ル
ス
に

お
い
て
も
ま
ず
①
自
分
の
会
社

名
、
個
人
で
あ
れ
ば
個
人
名
②

販
売
目
的
で
訪
ね
た
（
も
し
く

は
電
話
し
た
）
事
③
販
売
し
て

い
る
商
品
や
役
務
が
何
で
あ
る

か
を
消
費
者
に
告
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
事
が
法
律
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
訪
問
販
売
が
来

た
時
は
、
以
上
３
点
を
必
ず
確

認
し
た
上
で
玄
関
を
開
け
る
習

慣
を
つ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

消
費
者
相
談 
Ｑ
＆
Ａ

無
料
体
験
だ
と
思
っ
た
ら

◆登録・希望は随時受け付けます。
◆登録期間は６カ月です。

 譲ります 
捌レース用自転車捌冷凍冷蔵庫捌子
ども用自転車捌ベビーバス捌網戸捌
喪服用羽織・帯捌全自動洗濯機捌子
ども用２段ベット捌ロールマッサー
ジ捌男性大人用スキーウエア捌学習
机捌スキー・ストック捌介護用トイ
レ捌お雛様セット捌スチール机捌ダ
ンスシューズ捌パソコン用プリン
ター捌ワープロ

 譲ってください 
捌ベビーベット捌こたつ捌スチー
ル車庫捌ベビーカー捌大人用自転
車捌プレステⅡフライトスティック
捌炊飯器捌テレビ捌長椅子捌冷蔵庫

※消費生活センター・各支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。
　不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。

鰹問 消費生活センター 　拶３９‐１１６６
　月～金曜日 午前１０時～午後４時

※相談窓口・ダイヤル交換市は
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編集後記◆◆◆
■広報１２月号では、決算と財
政状況で７ページを使いま
した。言葉自体が難しい、分
からないことが多い行政用
語のなかで、財政関係の言葉
は更に難しいと感じました。
今更ながら、自分の知識不足
を感じました。（と）

ふらの少年少女合唱団

ふらの少年少女合唱団が、「ラジオふらの

開局１周年特別企画」に参加したときの

一コマです。

素敵な歌声が、記念事業を盛り上げてく

れました。

今月のラジオ

行政情報番組　ラジオ広報「ふらの」

・放送日時　毎週　月曜日～金曜日

　　　　　　午前８時から８時５分

・放送内容　市からのお知らせやまちの話題など

まちづくり情報番組　元気ハツラツ！まちづくり

・放送日時　１２月２４日臥

　　　　　　午前１０時から１０時３０分

・放送内容　「冬期のごみ排出・環境対策」


